
令和7年度

3月補正予算の概要

（3月31日専決）
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(単位：千円)

補 正 前 の 額 補 正 額 計 前年同期比

90,810,600 5,100 90,815,700 16.1%

34,503,967 0 34,503,967 △ 1.1%

ケーブルテレビ事業（第 2 号） 261,648 0 261,648 332.0%

そ の 他 34,242,319 0 34,242,319 △ 1.6%

8,944,906 0 8,944,906 8.2%

134,259,473 5,100 134,264,573 10.6%合           計

令和7年度 3月補正予算（3月31日専決分）

会 計 名

一 般 会 計 （ 第 15 号 ）

特 別 会 計

企 業 会 計
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一般会計事項別明細

【歳　入】 （単位:千円）

補 正 前 の 額 補 正 額 計

1 市 税 16,722,924 △ 30,600 16,692,324

2 地 方 譲 与 税 699,558 699,558

3 利 子 割 交 付 金 7,200 7,200

4 配 当 割 交 付 金 61,000 61,000

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 110,000 110,000

6 法 人 事 業 税 交 付 金 295,000 295,000

7 地 方 消 費 税 交 付 金 3,424,000 3,424,000

8 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 9,800 9,800

9 環 境 性 能 割 交 付 金 71,000 71,000

10 地 方 特 例 交 付 金 114,800 114,800

11 地 方 交 付 税 17,736,029 1,129,262 18,865,291

12 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 13,373 13,373

13 分 担 金 及 び 負 担 金 277,896 277,896

14 使 用 料 及 び 手 数 料 845,864 845,864

15 国 庫 支 出 金 16,458,073 16,458,073

16 県 支 出 金 9,191,023 9,191,023

17 財 産 収 入 142,790 142,790

18 寄 附 金 3,045,300 26,720 3,072,020

19 繰 入 金 3,697,465 △ 1,215,282 2,482,183

20 繰 越 金 1,642,515 1,642,515

21 諸 収 入 1,375,190 1,375,190

22 市 債 14,869,800 95,000 14,964,800

歳 入 合 計 90,810,600 5,100 90,815,700

【歳　出】 （単位:千円）

補 正 前 の 額 補 正 額 計

1 議 会 費 371,890 371,890

2 総 務 費 12,466,679 5,100 12,471,779

3 民 生 費 28,751,148 28,751,148

4 衛 生 費 5,370,714 5,370,714

5 農 林 水 産 業 費 6,091,227 6,091,227

6 商 工 費 2,770,496 2,770,496

7 土 木 費 6,851,062 6,851,062

8 消 防 費 2,872,052 2,872,052

9 教 育 費 8,415,597 8,415,597

10 災 害 復 旧 費 3,836,409 3,836,409

11 公 債 費 7,611,537 7,611,537

12 諸 支 出 金 5,381,789 5,381,789

13 予 備 費 20,000 20,000

歳 出 合 計 90,810,600 5,100 90,815,700

款

款
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一般会計補正予算

款
補 正 額
【総務費】

5,100
特別会計繰出金事業（ケーブル） 5,100

（デジタル推進課）

ケーブルテレビ伝送路等設備の撤去について、当初、全額を過疎対策事業
債（100％）を充当予定としていたが、借入枠の都合上、一部を合併特例債
（95％）に振替えたこと等による歳入の減により、追加で繰出金を補正す
るもの。

　繰出金：5,100千円

繰越明許費（鏡支所地域振興課） ―
鏡支所防火シャッター改修において、令和8年2月20日に2回目の入札が不調
となり、年度内の完了が困難となったため繰越すもの。

【農林水産業費】

0
繰越明許費（水産林務課） ―

林道深水線改良工事において、令和8年1月27日に転落事故が発生し、関係
各署との現地立会等に不測の日数を要し、年度内の完了が困難となったた
め繰越すもの。

5,100

　　【歳入補正（財源調整）の主な概要】

・令和7年8月豪雨により、歳入欠かん等債の発行可能団体の告示を受けたことにより借入が認め
られるため、起債の目的を追加するもの。

２．地方債補正

・衛生処理センター解体事業において、当初起債対象外としていた貯留槽に残ったし尿処理に係
る負担金について起債対象となったため、市債の限度額を補正するもの。

　　　市債（災害廃棄物処理事業）　　　：　 　　 0千円  → 　 62,500千円（＋ 62,500千円）

　　　市債（衛生処理センター解体事業）：　 91,400千円  →  　93,300千円（＋　1,900千円）

・令和7年8月豪雨による災害復旧費等の財源として財政調整基金の繰り入れを予定していたが、
地方交付税の増額が見込まれるため組み換えを行うもの。また、災害廃棄物処理で多額の支出が
見込まれることにより、今回、歳入欠かん等債の発行可能団体の告示を受けたことにより借り入
れが認められるため組み換えを行うもの。
　　　財政調整基金繰入金　　　　：　1,507,336千円　→     292,054千円（△1,215,282千円）
　　　地方交付税     　　       ： 17,736,029千円　→  18,865,291千円（＋1,129,262千円）
　　　市債（災害廃棄物処理事業）：          0千円　→      62,500千円（＋　 62,500千円）

　　　豪雨災害寄附金　　　　：          0千円　→      26,720千円（＋　26,720千円）

１．歳入の組み換え

・令和7年8月豪雨の影響により、市税の減免・減収で財政収入不足が見込まれる。今回、歳入欠
かん等債の発行可能団体の告示を受けたことにより借入が認められるため組み換えを行うもの。

　　　市税　　　　　　　　　： 16,722,924千円　→  16,692,324千円（△  30,600千円）
　　　歳入欠かん債　　　　　：          0千円　→ 　   30,600千円（＋  30,600千円）

（単位：千円）

主 要 事 項 特 定 財 源

・令和7年8月豪雨に伴う災害寄附金収入があったため。

【繰越明許費】 単位：千円

事 項

道 整 備 交 付 金 事 業

限　度　額

22,130

【繰越明許費】 単位：千円

事 項

市 庁 舎 管 理 運 営 事 業 （ 鏡 支 所 ） 3,516

限　度　額
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特別会計補正予算

　　【歳入補正（財源調整）の主な概要】

１．歳入の組み換え

・ケーブルテレビ伝送路等設備の撤去について、当初、全額を過疎対策事業債（100％）を充当
予定としていたが、借入枠の都合上、一部を合併特例債（95％）に振替えたこと等による歳入の
減により、一般会計からの繰入金への歳入の組み替えを行うもの。

　　　諸収入　　　　　： 29,148千円　→  27,148千円（△  2,000千円）

　　　繰入金　　　　　： 41,501千円　→  46,601千円（＋  5,100千円）
　　　市債　　　　　　：190,400千円　→ 187,300千円（△  3,100千円）

企業会計補正予算

款
補 正 額
【水道事業】

9,391
(18) 人件費 9,391

（人事課）

一般職（12人）

【下水道事業】

9,098
(19) 人件費 9,098

（人事課）

一般職（30人）

18,489

（単位：千円）

主 要 事 項 特 定 財 源
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